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の抗原提示細胞と比べて SAg との結合親和性が高いため、少数の SAg/MHC クラスⅡ分子
複合体でより多量のＴ細胞を活性化することが報告されている。従来、SAg を介して CD4







6-8週齢の C57BL/6マウス大腿骨及び脛骨骨髄から IL-4及び GM-CSFを用いて誘導した
DCを Lipopoysaccharide(LPS)で 16時間刺激した。再回収して、腫瘍抗原として OVA257-264、
また SAgとしてブドウ球菌性毒素A(SEA)およびB(SEB)をパルスし、最終的に 1×106 cells/0.2 
mlPBSに調整した。（SAgパルス DCワクチン） 
C57BL/6 wildマウスにDCワクチンを皮下投与し、4週間後に脾臓細胞を回収した。tetrameric 
H2-Kb/OVA257-264 complexを用いて抗原特異的な CTLの有無を評価し、さらに IFN-γの産生
能及び J774 細胞を用いた細胞傷害能の評価を行った。また、DC 免疫 4 週間後のマウスに
EG7腫瘍細胞（OVA257-264産生 EL4腫瘍細胞）を皮下注射し、腫瘍拒絶能について評価した。
また、IL12p40 ノックアウトマウス骨髄由来の DC ワクチンを作成し、腫瘍拒絶能および
CTL活性について検討した。 
次に、EG7腫瘍細胞を皮下注射したマウスに低用量シクロフォスファミド（CY）を前投
与し、SAgパルス DCを皮下注射してその後の腫瘍径の変化を観察した。また DC注射 2週
間後に脾臓を採取し、J774細胞を用いて細胞傷害能を評価した。同様の実験を Lewis Lung 
carcinoma(2LL)、B16F10 腫瘍細胞を用いて検討した。いずれの検討も SAg パルス DC ワク


















す作用があり、また腫瘍抑制遺伝子産物である p21 や p27 の産生を増加させることで腫瘍
の成長を抑制するとの報告がある。 
これまでの報告と同様に本研究でもCD8陽性細胞はSAgとともにDCを活性化し、IL12p70
の産生を亢進させた。また、この CD8 陽性 T細胞の作用は、IL12/IL23を knockoutしたマ
ウス骨髄由来の DC 投与では、特異的 CTL 及び、腫瘍抑制能の明らかな減弱を認め、SAg
パルス DCワクチンの効果が部分的に IL-12依存性であることが確認された。 























素を用い、マウス皮下腫瘍モデルに対する sAg パルス DC ワクチンの抗腫瘍効果について
実験的検討を行った。 
その結果、①sAgパルス DCワクチンは有意に腫瘍抗原特異的 CD8陽性 T細胞を増加さ
せ、腫瘍抗原特異的細胞傷害活性、インターフェロン γ(INF-γ)産生能を示した。②腫瘍拒絶
試験では、有意な防御免疫を示し対照群が全て腫瘍死したのに対してワクチン投与群では
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